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文
字
文
化
財
研
究
所
の
今
年
度
の
活
動
実
績
と
計
画

文
字
文
化
財
研
究
所
長　

犬　

飼　
　
　

隆

　

本
年
度
は
、
研
究
所
の
構
成
員
に
、
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
教
員
と
、
本
学
名
誉
教
授
で
客
員
共
同
研
究
員
の
野
崎
典
子
氏
に
加

え
て
、
四
人
を
新
た
に
迎
え
ま
し
た
。
も
と
愛
知
県
立
高
校
教
諭
で
城
山
三
郎
の
研
究
に
携
わ
る
山
下
達
治
氏
と
、
本
学
大
学
院
博
士
後
期

課
程
を
満
期
退
学
し
た
狩
野
一ひ

と
み三
氏
、
熊
沢
美み

弓ゆ

氏
、
鈴
木
喬
氏
で
す
。
若
い
気
鋭
の
三
人
は
研
究
所
の
活
動
を
日
常
的
に
さ
さ
え
な
が
ら

自
己
の
研
究
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
研
究
所
に
連
絡
を
い
た
だ
い
た
際
に
お
返
事
で
き
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
要
な
活
動
実
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
荻
野
検
校
顕
彰
会
と
の
連
携
に
よ
る
平
曲
の
普
及
・
研
究
の
活
動
と
し
て
、
六
月

に
名
古
屋
市
西
文
化
会
館
に
お
い
て
第
十
八
回
平
曲
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。
十
一
月
に
は
、
愛
知
県
立
大
学
学
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を

会
場
と
し
て
、「
平
曲
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

譜
本
と
し
て
の
『
平
家
正
節
』
―
荻
野
検
校
の
整
譜
事
業
が
遺
し
た
も
の
は
何
か
―
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
荻
野
検
校
顕
彰
会
が
文
化
庁
の
平
成
二
三
年
度
次
代
の
文
化
を
創
造
す
る
新
進
芸
術
家
育
成
事
業
「
平
曲
演
奏
家
の
育
成
に
関
わ

る
基
盤
整
備
事
業
」
を
得
て
行
っ
た
催
し
で
す
。
文
字
文
化
財
研
究
所
が
運
営
を
担
当
し
て
共
催
が
実
現
し
ま
し
た
。
新
任
の
若
い
三
人
の

所
員
が
、
準
備
と
当
日
の
進
行
に
県
立
大
学
の
大
学
院
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
活
躍
し
ま
し
た
。
参
加
者
約
五
十
人
で
し
た
。
名
古
屋
女
子

大
学
教
授
林
和
利
氏
の
司
会
の
も
と
に
、
新
潟
大
学
教
授
鈴
木
孝
庸
氏
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
教
授
薦
田
治
子
氏
、
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
研

究
院
教
授
上
野
和
昭
氏
の
講
演
、
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
山
下
宏
明
氏
、
国
立
文
化
財
機
構
ア
ジ
ア
太
平
洋
無
形
文
化
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
藤
井
知
昭
氏
、
平
曲
研
究
所
代
表
鈴
木
ま
ど
か
氏
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
会
合
に
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
本
誌
の
記
録

を
御
覧
下
さ
い
。
会
の
終
了
に
あ
た
り
、
荻
野
検
校
顕
彰
会
代
表
尾
崎
正
忠
氏
か
ら
、
か
つ
て
愛
知
県
立
大
学
は
、
高
木
市
之
助
先
生
を
中

心
に
し
て
平
家
物
語
と
平
曲
研
究
の
一
大
拠
点
で
あ
り
、そ
の
地
で
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
意
義
と
述
懐
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
活
動
に
も
う
一
つ
の
画
期
が
あ
り
ま
し
た
。「
県
大
講
座　

あ
ゆ
ち
」
を
は
じ
め
た
こ
と
で
す
。
文
字
文
化
財
研
究
所
設
立
趣
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旨
に
「
良
き
文
字
文
化
財
を
理
解
し
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
人
材
の
育
成
」「
他
の
教
育
研
究
機
関
、
学
校
等
と
協
力
し
て
、
専
門
知
識

を
も
つ
人
材
の
バ
ン
ク
を
つ
く
り
、
派
遣
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
か
ね
て
か
ら
諸
方
面
と
相
談
し
な
が
ら
具
体
的
な

活
動
形
態
を
模
索
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
愛
知
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
や
県
教
育
委
員
会
関
係
者
の
お
教
え
を
得
て
、
高
校
教
育
の
研
修
講

座
を
実
施
す
る
計
画
を
た
て
ま
し
た
。「
高
等
学
校
の
授
業
実
践
に
関
わ
る
研
修
を
実
施
し
、
現
職
教
員
お
よ
び
教
員
志
望
者
の
教
科
に
対

す
る
指
導
力
の
向
上
に
資
す
る
」
と
い
う
趣
旨
で
す
。
第
一
回
は
八
月
十
七
日
に
愛
知
県
立
大
学
名
駅
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に

し
て
教
員
を
め
ざ
す
県
大
生
を
含
め
て
全
体
で
約
三
十
人
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
講
師
は
研
究
所
員
の
山
下
達
治
氏
に
依
頼
し
高
校
教
諭
の

経
験
を
も
と
に
源
氏
物
語
を
教
材
と
し
て
取
り
扱
う
模
擬
授
業
の
形
で
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
の
好
評
を
い

た
だ
い
て
、
今
後
、
年
に
二
回
程
度
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
第
二
回
を
十
二
月
二
十
三
日
に
同
じ
会
場
で
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
も
と
県
立

高
校
教
諭
で
短
歌
の
実
作
者
と
し
て
も
研
究
者
と
し
て
も
名
高
い
鈴
木
竹
志
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
県
の
教
員
に
な
る
学
生

三
人
を
含
め
て
二
十
五
人
の
参
加
が
あ
り
、
模
擬
授
業
の
あ
と
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
国
語
科
以
外
に
英
語
、
地
歴
で
も
、

と
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
、
実
現
す
る
手
立
て
を
外
国
語
学
部
の
高
等
言
語
教
育
研
究
所
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討
中
で
す
。

　

ま
た
、
本
誌
第
三
号
の
活
動
実
績
と
計
画
に
書
き
ま
し
た
と
お
り
、
本
学
名
誉
教
授
の
尾
崎
知
光
先
生
か
ら
国
語
学
史
関
係
の
貴
重
書
を

御
寄
贈
い
た
だ
き
、
研
究
所
と
し
て
目
録
・
解
題
の
作
成
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
お
お
よ
そ
め
ど
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
最
初
の
成
果

を
本
誌
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
図
書
館
と
連
携
し
て
所
蔵
の
貴
重
書
を
調
査
・
研
究
し
展
示
す
る
活
動
も
続
い
て
い
ま
す
。
十
二
月

十
四
日
に
狩
野
氏
と
熊
沢
氏
が
学
内
講
演
「
古
俳
書
調
査
の
方
法
」
を
行
い
ま
し
た
。
科
研
費
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
戦
に
関
わ
る
文
字

文
化
と
文
物
の
総
合
的
研
究
」
と
の
連
携
活
動
は
、
十
二
月
四
日
の
公
開
国
際
講
演
会
「
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
城
と
町
―
戦
を
経
て
変
わ

る
景
観
、
受
け
継
が
れ
る
景
観
―
」
が
掉
尾
を
飾
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
准
教
授
キ
ー
ス
・
リ
リ
ー
氏
「Castle-tow

ns 
and conquerors: urban landscapes and their shapers in m

edieval Britain and Ireland, 1066-1307 CE （
城
下
町
と
征
服
者
：

中
世
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
景
観
と
そ
の
形
成
者
た
ち
）」奈
良
大
学
教
授
千
田
嘉
博
氏「
城
郭
の
比
較
考
古
学
―
日
本
・
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
」

愛
知
県
立
大
学
准
教
授
山
村
亜
希
氏
「
戦
国
都
市
か
ら
近
世
都
市
へ
―
尾
張
に
お
け
る
城
下
町
の
「
か
た
ち
」
と
そ
の
変
化
―
」
の
講
演
と

愛
知
県
立
大
学
教
授
中
島
茂
氏
の
コ
メ
ン
ト
「
近
世
都
市
大
阪
の
近
代
―
軍
・
官
・
民
に
よ
る
産
業
化
と
都
市
化
―
」
で
す
。
愛
知
県
立
大
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学
学
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
百
十
人
の
参
加
を
得
て
意
義
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
所
員
個
人
に
よ
る
調
査
・
研
究
活
動
も
継
続
中

で
す
。
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
山
口
俊
雄
・
橋
本
明
共
著
論
文
は
、
本
年
報
第
一
号
に
「
小
酒
井
不
木
文
庫
（
愛
知
医
科
大
学
図
書
館
）
の
調

査
・
研
究
と
大
学
教
育
へ
の
反
映
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
活
動
目
標
の
具
体
的
な
成
果
で
す
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
三
重
県
の
斎
宮
歴
史

博
物
館
は
じ
め
、
県
内
外
の
各
種
教
育
機
関
・
研
究
機
関
等
と
の
連
携
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
所
と
し
て
県
内
外
の
文
献
・
文
物
、
文
化
活
動
の
所
在
を
調
査
し
、
情
報
化
し
て
全
国
に
発
信
す
る
活
動
も
継
続
中
で
す
。
文
献
・

文
物
そ
の
も
の
を
研
究
所
と
し
て
図
書
館
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
収
集
す
る
活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
放
送
界
の
重
鎮
と
し
て

昭
和
年
代
末
期
に
名
古
屋
に
お
け
る
平
曲
講
演
の
多
く
を
主
宰
さ
れ
た
大
脇
明
氏
か
ら
、
御
所
蔵
の
貴
重
な
平
曲
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
と
当
時
の

演
目
案
内
冊
子
を
研
究
所
に
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
究
教
育
に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の
御
趣
旨
で
す
。
平
曲
に
関
し
て
は
、
東
京
の

平
曲
研
究
所
と
も
友
好
関
係
を
結
び
、
刊
行
物
な
ど
の
寄
贈
も
受
け
て
い
ま
す
。
県
大
に
行
け
ば
他
に
な
い
貴
重
資
料
が
閲
覧
で
き
る
状
態

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
二
年
後
に
計
画
し
て
い
る
大
き
な
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
名
古
屋
市
博
物
館
と
共
催
で
、
平
成
二
十
五
年
の
冬
に
、
発
掘

さ
れ
た
古
代
東
海
地
方
の
文
字
資
料
を
中
心
と
す
る
展
示
を
行
う
計
画
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
、

愛
知
大
学
文
学
部
を
は
じ
め
、
東
海
地
方
の
い
く
つ
か
の
大
学
の
教
員
と
共
同
で
実
施
す
る
目
論
み
で
す
。
名
古
屋
市
博
物
館
と
協
議
し
た

と
き
に
、
古
代
の
文
字
に
つ
い
て
の
学
び
を
と
お
し
て
「
小
、
中
、
高
校
生
に
夢
を
与
え
る
よ
う
な
企
画
」
に
し
た
い
と
合
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
展
示
の
実
施
に
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
」
を
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
計
画
が
実
現
し
て
、
大
学
の
も
つ
専
門
知
識
を
社
会
に
提
供

す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、
そ
れ
が
次
世
代
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
と
現
に
大
学
に
在
学
す
る
学
生
た
ち
の
教
育
に
還
元

さ
れ
る
な
ら
、
幸
い
こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
研
究
所
の
活
動
費
は
愛
知
県
立
大
学
学
長
裁
量
費
か
ら
配
分
を
受
け
て
い
ま
す
。
愛
知
県
立
大
学
全
体
が
掲
げ
て
い
る
「
魅
力
あ
ふ
れ

る
大
学
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。
学
部
と
は
別
の
立
場
か
ら
、
大
学
の
も
つ
知
を
社
会
に
還
元
す
る
活
動
で
す
。
来
年
度

は
研
究
所
の
運
営
体
制
を
い
っ
そ
う
整
え
て
、
内
容
を
さ
ら
に
展
開
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
御
支
援
を
乞
い
ま
す
。
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